
AGC GLASS SYSTEM LINE-UP STRUCTURAL SEALANT

STRUCTURAL SEALANT
シール接着構法

よりフラットで大きな開口・支持金物の少ない透明感のあるファサードを実現する

従来の構法を組み合わせたハイブリッド構法です。

従来のフェイスガラスとリブガラスを構造シー

ルで接着して構成されたグラサード（旭硝子品

名）や、SSG構法を元に派生した構造シール

の接着強度に依存した構法です。フェイスガラ

スとアルミホルダー内のガラス片での接着や、

テンポイントなどの支持構法を組み合わせたハ

イブリッドな構法です。

■ 納まり参考例

板付オフィス （福岡県福岡市）
設計：阪根宏彦計画設計事務所 様

■ガラス

対応ガラス

FL HSPT

P.36ガラス製品

遮 熱

省エネ

合

安 全
模 様

EDGE-SLIT

製造可能寸法

最　小 100×250mm

最　大 2440×6000mm

※ガラス構成は、設計条件、ガラスサイズに応じて構造計算やFEM（有限要素法）解析により
決定します。

ガラス構成

単　板 FL､HS､PT+飛散防止フィルム

合わせ FL+FL、HS+HS、PT+PT

複　層
FL+A12+FL、FL（Low-E）+A12+FL、HS+A12+HS、

HS（Low-E）+A12+HS

単

金属マリオンタイプ（特許登録済み）

ガラスリブタイプ

ガラスリブタイプ

STRUCTURAL SEALANT

※参考図の検討条件はP=2400Ｎ/㎡、GH=5000ｍｍ、GW=1500ｍｍです。

ウェザーシール

高モジュラス
シリコーンシーラント

リブガラス
FL19+FL19

フェイスガラス FL19
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金属マリオンタイプ
FB-50×125
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ウェザーシール

高モジュラス
シリコーンシーラント

アルミホルダー

フェイスガラス FL19
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